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lD03 イノベーションにナ 才する 可 れ湯感応、 度 
～ AKF Ⅰ MA モデルによる 循環的 メヵ ニズム～ 

0 柳沢英太，渡辺千帆 ( 東工大社会理工学 ) 

1 .  背 景 

IT バブル、 そして崩壊を 経て、 今現在デジタル 景気の真っ只中にあ 

る． 2002 年Ⅰ月を谷として、 今 尚 続いている景気拡大ば 7 月までに㏄ ケ 

月を達した． TT 化と言われて 久しいが， これはかつて㈹ 工業化社会 か 

ら 情報化社会への バ ラダイムシフトに 他 ならなく、 我 " 国でもようや 

くその芽が開きっ っ あ ることを証明している．それを 裏 付けているの 

が図 1-1 であ る． 
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ここで、 電気機械産業へと 絞った理由としてば、 今現在の好景気を 

主導しているの ば 電気機器だ。 らであ る． 「 新 ・三種の神器」の 登場 

により TT 景気の他律的回復とは 異なり、 ようやく自立的回復へと 向か 

っている．まだ rT 景気時 : こぱ 回復 "IT 産業、 特に電気機械産業へと 偏 

っていだのに 対して今回の 好況は機械、 繊維、 非鉄金属、 鉄鋼など幅 

広く業況が回復していろ．前回 " 景気は通信機械・コンビューター 需 

要に後押しされて、 電子部品・ ヂ バイスの生産が 急増しだが、 今回は 

民生用電子機器に                 され だ 形となっている   

ヂ ジタル家電㈲ 市場は息㈲長い 内需拡大に 繋 " ろと見られてお。 、 

200 ば 午 まで は 続くと予が、 されている．これは 国内需要だけではなく、 

世界市場で㈹ 需要がこれか。 拡大すること、 また、 デジタル家電自体 

" 日本企業㈹得意とする 高付加価値分野で㈲ 市場創造に 繋， ; って 、 、 

ることに起因 す る． 

図 1-1 電気機械産業の 技術生産性   さて、 こ ㈹景気． , 乗じて我が国の 電気機械企業はいわゆるⅣ・ 牢固 

復 」をしてきでいろ． TT ノ， ブ ル 崩壊後 は 軒並み各企業の 利益 " 赤 " 字に 
9 0 年代 は 生産性低下が 著しく、 バブルの俊道症と ハ ラダイムシフ 

陥った』の " 、 ，， @]0 梢 甲皮決算では 三洋を除く売上上位 l(W 社 " 経常利益 
ト への対応が遅れていることが 見て取れる． 200(@ 午が近づくと、 よ う 

やく バブル時の水準まで 持ち直すが、 lT" プル崩壊によ。 再びⅠ降を の 黒 " 字 化に成功を」・ている．その 中、 い 。 ，わけキャノンの 業績にば目 

を見張。 物                               利益率 は他， 。 企業を圧倒しており、 この勢いは 当 

している． 

分 続くとと予想さ " ろ ． 

  これ㌦の 二 とを背景に 、 我 " 研究は 、 ね ) マクロ経済指標から 見た 

  
                        各企業を対象としだミクロ 的分析 と " 二つに分けて 分析 
段り 

    を 試みろ．互いの 経済変数㈹相互作用による 自己増殖的なメカニズム 保 - e     思 N を 解明することで 電気機械産業の 今後㈲ベクトル、 更には各企業の 
  

  各々㈹ ベク 。 几を チ測寸ろ ．・具体的には、 (") は 景気指標、 物価、 電気   機械産業の需給ギヤ ッフ を主体に設備投資、 為替レート、 原油価格、 

図 1,2  電気機材産業の 終生産と技術ストックの 変化率   
長短期金利、 株価、 マネーサフライ、 技術生産性、 lT 生産要素 弾 ， 性値 

等 ㈹経済変数間の 相互作用を定量的に 分析し、 それらが電気機械産業 

図 1-2 を見ると、 刀 T は常にプラスであ り、 これは研究開発には 力を 
全体にど ク ) ように働きか :f マ @ 、 ものか ? また、 あ る変数にイ ソ ベーシ 

入れていることを 示している   
ョンが起きた 場合どの上うに 反応するのか ? を見る． そ ㈹ために、 

しかし、 肝心な イ V がマイナスになっていろ 辺りは生産に 結 び つい 
ARFIMA モデル、 VAR モデルを用いる． (b) は売上高、 売上総利益、 経常 

ておらず、 パラダイムジ ブト への対応の遅れを 表している   
利益、 総資産、 従業員数などを 中心に財務指標を 計算し、 為替レート   
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需給キャン フ 、 景況感、 物価等からとのような 相互作用を受けていろ 

かを分析する．とりわけ、 キャノン、 リコ一の TT ハ フル崩壊にも 大き 

観測方程式 @0,/ Ⅰ ) 二は + 月， ln/+ 孔 

状態方程式 汐 ，二戸，一 l+ ど， 

な 影響を受けず 好業績を残してる 構造㈲解明、 ソニー、 松 T の「失墜 

と回復」の構造の 解明を行 う ．残俳ながら 2000 年～ 2002 年程度まで㈹ 
  

データしか入手出来なかった 事と時間的制約により、 ヂ ジタル景気ま     

での分析及び、 題名の ARKT Ⅶモデルまでの 分析を行 う こと " 出来なか   
    

            

  
の 棚沢・渡辺 / 銭 免ノ での、 友雄生産推へのⅡ指教の 弾力性分覚   

を雪気機械産業，・ こ 対して行った． 

②電気機械産の 国内総生産より 篇 諾れ井，ギ -,, ッソ の計 m ぬれ 図 2.1 技術生産性の IT 生産要素弾性 情 推定結果   

G  物価、 の ドギ 。 レ                                                                               データ余生 
                                                        ごの 。 析の欠点は、 回帰分析であ った                               

適程ノを 探る二どで経済変数の 栢 亜 /, た W ぽ力 解笏 
                                                                                                        史に   その係数 " マイナス                       

な 行った・これらが 今後のべクトル 予測㎝ RFTMAA モヂル、 Ⅶ R モヂ ル 等                               係敗 " マイ十八であ ろこと は 、 TT 生産要素を投入する 二 

  への布石となろ   
とで逆に技術生産性を 押し下げろ 二と ;: 繋がり、 IT 投資を行 う二と 。 、 

  ヱは 失われた 10 年 ズ，、 ら IT 景気までの動向を 見ろことで電気機械産 
結果的に失敗にしがな。 ない二とを意味ずる． 二 れでは TT 化を進めて 

案 が情報化Ⅰ㈹ ハ ラダイムシフトにようやく 対比                                                   
はな。 ないことになりてし 上， ． 

付けるため㈲ 分析であ る． そ 山際に前回上   ，好 こ発展的なそ ， " とづ   ，       
その点、 状態空間 モ 。 ル での結果は非常に 有用な                                     

  べ く状態空間モデルを 用 @ 、 て 分析した   
係数， ; フラフ、 に 働 。 、 て ん 。 ， 、 lT 叱を進めろ要因に 繋 " る 結果とれう た 

②   、 ③は、 需給。 G)P, ギ 。 ッフ は景況感や物価と 深い関わ。   ， かあ 
          特筆才・ ぐきぱバプ ・ル冊 壊 に合わせて急に 値 " 下降して、 90 年代 ぞれを定量的に 分析することを 日的とり， -. GDP  一千 プ 丁目オ 
は低迷を続けて 1 、 ろ ．通貨危機を 経てようやく nT 景気に突入して、 持 

政 政策、 金融政策のいずれにおいて :, 重要な役割を 果だ ",". 財政政策 
t, 直しっ っ わる． " 水 経済に明 る 。 、 兆し " 出始めている㈹が 伺え ろ   

                GDP ギ                                                                               ュ 、 共投白や減税な   ピ     ) 規模 
電気機械産業 "nT 生産要素 弾 ・性情復調の 兆し " 、 全日㈹デジタル 

を 決める目安となる． 主 だ、 潜在 (DP " 達成され ノーとき " 財政収支で 
景気   Ⅰ し， 車 ．そ @                                                 と若え ，， れろ                       ここでは 刻 00% キ 

あ る構造的財政収支を 測ることで、 景気循環を除 @ 、 だ 財政 し ，状況，、 明 
での ヂ 一タでし。 " 析出 疾 な ", 。 ，， だため、 こ ㈹段階で は後セ の肝 扶気 

;, かにできる．金融政策で i, 、 GDP ギャ ， -7 ば 重要な役割を 果た七． を支え ス                                                                                     とだ げ言及しておく                             

金利水準の理論値を 求めるテーラールール・ごは、 GDP ギ、 ，フを知 
付げろ :, いとして、 ニ、 ， ) 。 wi. 性 伯     " 時系列分析を 更に行 う ことで 200l 

ることが一つ ハ カギになる．現住                                                                                 GDP キ -       
% げ ．降の動向を 探ろことと計八だけが、 これは今後の 発展課題と 吋   ソフ 目一 、 ぅ 大沢にわろかを 前提にしなけれ モ 正確な議論 は でき 
  

  
2.2  電気機械産業 GDP ギャッ プ の計測 

2.  分析結果とその 解釈 (; Ⅳ ギ 」 v ," ソ の計測 け，桝て 様々な』・。 )//i あ る．お生塵関数からひ );l   

2.1 技術生産性への IT 指数弾性値の 計測 レ タ し -- こよ る 主用 午 こ 上ろ分解など。 挙げら 

前回㈲分析では、 1990 午を境にグミ 一変数を取。 lT 生産要素の仲性 れる．丁は生硬 問故 。 1 、 1 牛 ￥ 定 。 必要となり恐竜 性 が大き く 介入してくろ 

値が 技術生産性への 貢献度が急降下していることを 見だ・今回は 一歩 一と -- , か行 .."- り ., ・ ュ、 ど ・ 、 ． 丁 ，， ． こ " 2.1 ‥ 所 ， " ‥ い、 フ 一 "" 一ダ を 追加すると直近 げ ) 値 " 大き 

進めて、 推定係数が常に 変化する状態空間モデル び フカルマンフィルタ く 変動してし 土う二                   欠点   スあ グ ・   使って、 本研究では③                     

一 を用いた．結果は 図 2- Ⅰの通りでわろ       二 よ るナ 解を取                                                         寸 統計数理研究所㈹ 北 Jll 源四郎氏に 

よりて開発され だ ;," でⅡ ギ 系列を。 レン " 成分、 季節成分                           
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ノイズ成分に 分解する状態空間モデルであ る．ここで、 トレンド成分 

が潜在 GDP 、 AR 成分が㎝ P ギヤ ソフ に相当するとして 分析した．また 分 

析する際の GUP は実質値を使用した． 

観測方程 - 式 GDP, 二円 +@@!/+ ビ Al 

状態方程式 が け ， 二 el, 

， ィ ， 亡 Ⅰ 1,4, 川 + ‥・ 十援り ，Ⅰ。   目 +P Ⅰ @ 

吟 Ⅰ潜在 GDP . Ⅰ， =GDP ギヤ ップ   

上天における d は階差をとる 回数を表していろ．経済データリ 大方 

階差は 1 回とればデータが 定常になるとされており、 ぞれ 以 Ⅱは過剰 

階差に成りかれない．そこで、 (; 皿 ～ I(d) を先に探り階差の 回数を定量 

的に判断することを 試みた．これにはⅥ F 検定を用い、 最終的な結果 ん @ 

得られる圭でのフローは 次お 通りになろ． 

佗 ぬ四 d@n(GDP), ニメ + 併 + あ X.,-   l+ 研 

  

  

図 2.8 電気機械産業の GDP ギャップ率   

結果をみろと、 需要 //; 供給を上回ろ 時期は丁度好況の 時となって 

おり、 結果には大度満足行くれの ， ; 得られたよ う に思えろ． 二 れを再 

び定量的な判断を ドす 為に、 次節では dI 、 物価と㈹相互相関をとろ 二 

とにす る   

№ み，ど d  ln(GWP), ニメ + 鍬 ・， 一 l 十千 2.3 経済変数の相互 作 m ～相互相関より ～ 

  @A,d 。 ， J  d  ln(GDP), 二 ⅠⅤ， 一 l+  ど， 

7%/ の 可能性 

蟹差をツ回 ． 上り同じⅠ上士 揮ん互 -," 

ln(GDP)l Ⅰ ln(GDP), 一 l+ 目 め 可能仁 

ル /@;Dp ノ - Ⅰ (1/ Ⅰあ る二とが 毛   ，明 

この結果を受けて、 @) ビビ omp での。 レンドは 1 回 階差をと。 、 ℡ 成 

分の次数は AlC で決定した   

経済変数間の 関係を見ろには 相互相関係数が 非常に有用であ ろ． 

しかし、 相互相関を取る 場合にば互い㈹ 変数が定常であ ることが前提 

であ ろ・ゆえに、 Ⅲと物価㈲階差の 次数を調べるために 再び ADF 検定を 

用いた・物価 は 、 電気機械の国内企業物価、 輸出物価、 消費者物価の 

    う つを対象にした．結果は 表 2-2 の通り． 

表 2-2 各変数の ADF 検定からの結果 
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これを受けて、 令 変数を前期比の 変化率に直して GDP ギヤ ッソ車 と 

の相互相関をとろことにしだ． 

AR 成分は 3 次以上を取って 中皿 1 「は大きくなる - 方でわったⅡ R(l) を (l)  Cl と GDPgap 率 

採用しそ㈹結果 は 以下㈹通りとなった．ここで ギ 。 ップ率とぱ、 (;DP 

  
ギヤ ソフ を潜在 GnP で除した値であ る   
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CI2 ミィヒ @ 軽 。 -       GDP ギヤ ップ 

                      田原子一 タ 

図 2.2 電気拡 械 産業の潜在 (rDP と実質 GDP   

図 2.4 CI 変ィヒ率と GDPeap 率   

図 2-4ft- 見 相関 " 負であ ろとうに 用 ・ える ．それもそのはずで、 そ i, 

そ t, 景気力 ; 良くなろに つ れ需給の逼迫が 起きる t, ㈲であ り、 且 つ Cl 
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変化率を扱っているので、 値が正から負になる 時点が景気の 過熱度マ 

ックスとなる．景気か 拡大を始めた 段階では、 需要はまだ喚起されな 

いのでこの図は 妥当のように 思える．これを 定量的に示したも㈹か 区 

2-5 となる   

  
  
  

  
    
  
  
  
  

  

  

図 2.5 CI と GDPgap 率との相互相関係数 

表 2-3 CI と GDPgap の相互相関係数値 

ラダ リ ラグ Ⅱ ラグ 0 ラグ 1 ラグ 2 

0. 37 0 ． 34 一 0 ． 51 一 0 30 一 0 ・ 0 

表 2-3 によると、 やぱリ ラク無したと 負 ㈹相関。 非常 : こ 強くて て、 、 

ろ ．しかし、 ラク づ期 たと約 0 4 もの正の相関。 世 - Ⅰ 、 ろ ことよ。 、 や 

ぱり CI か 先行して変化し、 後追いて需給，、 逼迫することを 示して。 必 

赳こ 、 ラグ l 期を見ると、 今度は入れ替わろように 需給 : 、 逼迫すると、 

景気か後退し 始ぬ る ことを表しており、 得られろへき 暗君。 荷麗に得 

られた． 

(2)  物価と GDPgap 率 

  

      
  

    
      

図 2.6 物価と GDPgap 率との相互相関係数 

図 2-6 より、 消費者物価は 最近を除いては 常に上昇を続けていろ 反 

面、 企業物価、 輸出物価は下降の 一途を辿って。 、 ろ たたし、 変化 幸 

として㈹トレントは 3 つ㈹物価とも 同一てあ り、 得られる結果はほほ 

同じであ ることか予想される． 

図 2-7 を見ると、 予想通り各変数と 山相互相関はほ ほ 似たよ， な 動 

きとなったこれは 相互相関係故を 読むときに圧着せれ ば ならいこと 

で、 ラグ 2 期を例にとると、 GDPgap 率が上昇すると 消費者物価の 変化 

率が下落するだけであ り、 決してマイナスになると 言 う わけではない   

これを履き違えろと、 折角分析してもミスリードしてしまう． 

  
  

    

      
  
  
  

  企業物価   括出物価     [ 消た者物価 

図 2.7 物価と GDPeap 率との相互相関係数   

さて、 ラグ づ 期を見ろと物価変化率が 上昇すると GDP ギヤ ソフ は乖 

離し始めろ．これ ば 物価上昇一需要鈍化の 循環を表している．逆に GDP 

ギャ ノブ " 逼迫し始めると、 物価上昇にはまだ 繋がらず、 ラグ 2 で 最 

:, 物価上昇率は 鈍化する． ニ の後、 景気過熱に連鎖するかのごとく、 

物価上昇に ;) 拍車が :,,, 、 り 、 インフレが加速することが 分かる． 

3.  今後の課題 

今後㈹課題は 明確であ る．これら㈹ 結果を踏まえた 更なる分析㈹ 継 

続であ ろ．背景で述べた 上う に、 本研究はまだ 一つ階段を上がった 程 

度であ ろ． TT 生塵要素弾性値の 時系列解析、 及び 2000 年以降の ヂ 一夕 

の 収集、 ,)P ギャ ソ， 7 や技術生産性に 対する為替レート、 原油価格、 

長短金利、 株価等の相互作用の 解明及び、 ARFTuA モデル、 Ⅶ R モヂル 

の適用、 国際情勢の扱い 方、 企業単位での 財務指標を用いた 比較分析、 

と月白押しであ る． 

全体を通じて 言えろ 二とは 、 とにかく 暖味 な分析を避けることであ 

ろ．統計的厳密性を 追及干ることで、 より現実に沿った 結果が得られ 

ろと信じていろからであ る．その第一歩が 柳沢・渡辺 (2002) ㈹百分析 

でわり、 実際上り現実的な 結果が得られた．経済理論ではなく、 ヂ一 

タ ㈲特性を生かナ 時系列モデルにこだわる 理由もそこに 起因する． 

また学会発表までの 間』懸命に分析を 行 う 予定であ り、 当日更なる 

進展 " 見られろ可能・ 性。 あ る． これからのより 一層の研究を 楽しみ 

  こされた       
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